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C1)

親驚の宗教的確信は 「信心」と呼ぼれる.こ のr信 心」 とか 「信ず る」とかに,彼 の宗

教の優れて独自なものが示されている.「 信心」は 「絶対他なるもの」(阿 弥陀仏)の 救

済を確信することであるが,そ こには,同 時に深い自己省察があって,自 己の罪障の自覚

と阿弥陀仏の本願の信受とが ・つになっている,そ のような確信の世界であると考え られ

る.

上の如き 「信心」は,「 絶対他なるもの」 と自己との問にある無限の距離 ・断絶が,何

らかの仕方で短縮 ・回復 されて達せ られる世界ではない.寧 ろ,そ のような関係そのもの

を超出する立場が開かれている.人 間的信 ・不信 という相対的な地平の根底が破られてい

る.そ れは,周 知の 「弥陀のr-t願不思議にたすけ られまひ らせて往生をぽとく・るな りと信

じて,念 仏まふさんとおもひたつ こころのおこるとき,す なはち摂取不捨の利益にあづけ

しめたまふな り.… …本願を信ぜんには,他 の善も要にあらず……悪をもおそるべからず

……」1)と い うr歎 異抄」の表現の中にも知 られる.

倫理的道徳的善悪を単に否定するとい うのではな くて,却 ってそれ らの存在をドf定しな

が らも,そ こに深い、Z場を開いている,こ の 「信心」に於ては,悪 の問題が如何なる場所

で,如 何に超克されているかを考察しようとするのが小論の意図する所である.考 察の手

続 としては,親 鴛の自著ではないがその思想を湛えているr歎 異抄』 と,主 著r教 行信証

」を ・応区別して論及し,殊 に後菩にみ られる悪の深い超克の場を明かに しようとする.

C2)

さ て,悪 の問題を考え るに 当って,所 謂悪人正機説を除外す る ことはで きない.近 時,

この思想については多 くの業績 があ るが2),こ こでは,親.;の 宗 教的確信に即 して この思

想を検討 し,悪 の 自覚内容に立ち入 らねば な らない.

善人 なを もて往 生を とく・,い はんや悪人をや.し か るを,世 のひ とつね にいは く,悪 人

なを往 生す,い かにいはんや善人 をや.こ の条Ci_そ の いはれ あるににたれ ども,本 願

他力の意趣にそむけ り.そ のゆへは,自 力作善 のひ とは,ひ とへ に他 力をたのむ こころ

かけた るあひだ,弥 陀の本願 にあ らず.し かれ ども,自 力 の こころをひるがへ して,他

力をたのみたて まつれぽ,真 実報 ヒの往生を とぐるな り.煩 悩具足 のわれ らは,い つれ

の行にて も生死をはな るる ことあるべか らざるを,あ はれ みたまひて願 をお こした まふ

本意,悪 人成仏のためなれば,他 力をた のみ たてまつ る悪 人,も とも往 生の正因な り.

よて善人だに こそ往生すれ,ま して悪人 は と,お ほせ さふ らひ き3).
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この 『歎異抄』第三章の主題は,自 ら如何な る宗教的づ{践に よって も,生 死 出離不 可能

な煩悩具足 のわれ らの往生の正因は,自 力isで な く他 力をたのむ4)以 外 にばあ り得な

い,と い う本願 他 力の意趣を述べ ることにあ る.冒 頭のr沸 人なを もて往生を と ぐ,い は

んや悪人をや」に応 じて対置 された 善人 ・悪人の意味は,

簿 人一r自 力作善 の……ひ とへに他 力を たのむ こころかけ たる」 「辺地 の/一を うけ」 る人

悪 人一 「真実 報iの 往生を と ぐる……他 力をたのみ たて まつ る悪人」

で ある.

こ こで いわれ る悪人 のr悪 」が如何な る意義を 有す るかを検討す るに 先Jて,こ の,1;:ri

人,悪 人の 、r二場について解明 しよ う.

こ の論人は 「みつか らのはか らひを さ しは さみ て,,::ri悪のふ たつにつ ぎて往生のたす け

さは り二様にお もふ は,誓 願 の不思議をばた のまず して,わ が こころに往生の業をはげみ

てまふす ところの念 仏を も自行になす5)」 、1/揚に ＼1えつ.こ れ に対 して,悪 人は念 仏を 自

行 とす るri力 の 、Z場を離れた,「 本願他力 をたのみて 自力を はなれ たる……唯信……他 ノ」

信心6)」 に 、ン1脚す るといえ る.こ の立場 の相違は 自己把揺1が根本的 に異 る所 に基 く.

換fIす る と,IJiJはriら の 力に 全幅 のr頼 を寄せ るIY根 の念 仏実践 者と して,白 ら

のr.¥/一場 を たのみ としほ こりとす る.も て る力を{`fら の 中に集中 し,い わ ば 自らの中に 真理

を 見,そ れに生 き抜 く完結性 をもつ在 り方で ある.し か し,後 者はその よ うな 自己把 握で

はな く,自 ら悪人 とす る 自覚 に立つ.「 いつれ の行 にても生 死はな るることあ るべか らざ

るを,あ はれみ たまひ て願 をお こしたまふ 本意,悪 人成 仏のためなれ ば,他 力をたのみた

てまつ る悪 人,も とも往生 の正因な り」が,そ の ことを意味 してい る.

しか し,こ の文 は悪 人のri覚 が,そ れ だけ単独に成 、レ1つのではな く して,他 力の信心 と

して成 、レ1つことを,同 時に意味 している.悪 人の 自覚が,本 願 に順ず る救 いの 自覚 と ・つ

の もの として成 、f.する ので ある.こ れ は後述す る 「二種深 信」 の構造 と 一致 しよ う.

以L,二 つ の 、レ1場の問題IEiを 指 摘 した.二 つ は一応対置 され てい るが,悪 人の 自覚が救

いの 自覚 と ・つ である後者は,自 行一濠恨の念 仏を限 りな く修 してい く前 者とはそ の 立場が

全 く違 う.従 って,r自 力 の心 をひ るがへ して他 力をたのみたて まつ る」 とはい って も,

直線的連続rl勺に 同 じ地 ・Fで,前 の ＼ン1場か ら後の 、「が易へ 到達す る とはいえない.そ こには転

換が ある.そ の転換 は根底的 に世界が 開かれ る ことでなけれ ばな らない.問 題を戻 して,

悪 人の 「悪」 は どの よ うな意味を もち,そ れ が どの よ うに超克 されて,ど のよ うな世界が

根底的 に切 り開かれ るのか.第 一{章に対応 す る第 卜.Y_一;Ert一を 検riし て 明かに しよ う.

(3)

第 卜_-Ifl一は 「弥 陀の本願 不思議におは しませば とて,悪 をおそれ ざるは ーまた本願 ぽ こ り

とて往生 かなふ べか らず 」 とい う罪悪 を怖畏す る}li"iに 対 して,菩 者唯 円が 「この条本

願 を うたがふ,善 悪 の宿業 を こころえ ざるな り」 と批 判 し,親 鷲の 「宿業」 の思想を述べ

る7).一 体,こ の 「宿業」 は如何 なる性格 をもつ ので あろ うか.

故聖 人のおほせには,卯 毛 ・羊 毛の さきにい るち りばか りも,つ くるつみ の宿業に あ ら

ず といふ ことな しとしるべ しとさふ らひ ぎ8).

こ こには,我hの 考 える こと ・行 為す ることのす べてが造 る罪の宿業であ る,と いわれ

る.そ こで,先 ず何 が善であ るか悪 であ るかを選 択判断す る人間の意志的恣意性ヵミ否定 さ

れ,人 川の意志 を も支配す る根本 的な罪 が 自覚され てい る.こ の罪(宗 教的)は 悪(道 徳

的倫理 的)と 区別 され る とい うよ りは,そ れ らが ・つ にな ・,てい るよ うな悪 であ り,罪 で
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あ る.そ の意味では,宿 業 の 自覚は人間の根源悪の 自覚であ るといわねばな らない.次 ぎ

に,宿 業は人間の 考えや 千」=為をめ ぐって外的な面か ら何 らか客観的に規定す るものではな

く,現 実 の人間 存在そ のものの個的 内的`拝実 としてある在 り方 と しての 自覚であ るといわ

なければな らない.そ の限 り,宿 業は徹底的に あ くまで 自らの責任 として負われ るべ きも

のであ る.こ の ことを,宿 遜の催 しに よって起 る善心 も,悪 業 の計 らわれ た結果 による悪

雰の思われ 為 られ るの も,す べて造 る罪の宿業であ ると して,過 去 ・現在 ・未来に 日二って

の深 い見通 し(perspective)の 一1か らいわれ てい る.

根 源的にr悪 」人 であ り,そ れ は どこまで も自己の責任に帰せ らるべ きものであ る,と

い う親 驚の悪 の意義 の理解 が得 られ た9).か くて,宿 業を問題 とす る ことは 人 間 存在の

成 り立 らの根 元へ の切 り込みで あ り,人 間の在 り方が問われてい る.在 り方への問は人生

の最 も根本的 な フラー ゲで ある.そ れ は,先 掲 の引川に続 く所で,尋 常では ない 千人 もの

殺人が取 一Lげられ て,宗 教的確イtiをめ く・る親 驚 と唯円 との対話が記録 され る所に具体化 さ

れ ている10).そ こで は,宿 業が 「業縁 」 ともいわれて,そ の中にあ る臼己の在 り方が問わ

れて いるのであ る.

で は,以 上 の如 き,宿 業 の自覚が成 、Zするのは如何 な る場 であろ うか.既 に,悪 人 の 自

覚は他 力の 信心 と して成 、Zすると述べたが,改 めて この点 を明かに しなければな らない.

宿 業は 「弥陀 の誓願不思議にたすけ られ まひ らせ」 られ る場 で信知 され る.「 弥 陀の五

劫思惟 の願を よ くよ く案ずれば,ひ とへに親驚 一人が ためな りけ り.さ れ ぽそ くば くの業

を もちけ る,身にて あ りけ るを,た すけ ん とおぼ しめ したちけ る本願 のかた じけな さよ11)」

とい う述懐 は刮 目されねば な らない.あ らゆ る時 間的空 間的限定を超 えて,「 弥陀五劫思

惟 の願」が私 「… 人」に直結す る.そ こに於 てのみ,「 そ くば くの業」 を もつ 自己の最 も

根本的な フラーゲに答えて,「 たすけん とおぼ しめ してたちける本願 」 とい うア ン トヴォ

ル ト(救 済 の絶対性必然性)を 見出す.本 願 の本質 は救済 にあ る.逆 にいえば,宿 業 の自

覚が成 凱す る場そ のものが,本 願が もつ必然性 ・絶 対性 の中にあ る.「 誓願 不思議」 とは

この ことを意味 してい る.[不 思 議」は本願 の本質 をい う親 鶯的表現であ る.そ れ故に,根

源的悪 の超 克 とい う問題 は,く り返 し述べ た如 く,他 力の信心を離 れては考 え られ ない.

「よ きこともあ しぎことも業報 にさ しまかせ て,ひ とへに本願 をた のみ まひ らすれば こそ

他力にては さふ らへ12)」といわれ,r信 心 の行 者には…罪悪 も業報 も感ず る ことあたはず12」

といわれ る.即 ち,偏 に本願 をたのむ信心 の行 者には,他 力の信心の内容 として,罪 悪 業

報に繋縛 されない絶 対確信 の世界が開かれ る.1力 作 善 の行 者のμ1二界が,自 行善 根の念 仏

実践 それ 白体,罪 悪 に繋縛 され てい ることを知 られてい ない所に あったのに対 して,念 仏

の他に善 も要な く悪 も恐 れない とい う確信に 、Zつ他力 の世界 は,相 対的善悪 の問題領 域そ

の ものを根底的に超 え出ている.念 仏は,ま さに,r非 行 非善13)」で あ り,lll:界 ば 切 の計

いを離れて,本 願 に生 かされ るr自 然法爾14)」 の それ でなければな らない・

以上,r歎 異 抄』に於 て悪の問題が如何 なる場で提起 され,そ の超 克が如何 にな され る

かを,問 一答 の形 で 一魯 した.し か し,親 驚 の語録 と唯 円の異説批 判 とい う構成上 の性格

を もつ本抄に比 して,親 鱒 自菩r教 行信証』で は,更 に徹底 した ものがみ られ るといわね

ば な らない.

(4)

r教行信証』では,正 像末の仏教史観に基 く末法思想を,単 なる客体的な瓜想 としない

で,主 体的な危機意識をもって受容されている・そこか ら・人間存在の把握の仕方にっい
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ては,極 めて独自なものが示されてくる.そ れを表す彼自身の川語の幾つかをあげてみる.

生死罪濁の群萌 法滅濁悪の群繭 濁llヒの群萌磯悪の合識 、1・置～悩の群萌 垢障の凡愚

常没の凡愚流転の群ノk五 濁悪Cf'jの群生海 臓悪濁世の群生 極悪深重の衆生 邪見橋

慢の悪衆生 煩悩成就の凡夫 惑染の凡夫

これ らの川語に見られる人間把握は,末 法の時代に生きる主体的危機意識の一Lからなさ

れ,罪 濁的ri己 の自覚から始っている.悪 の問題に対す る彼の思想態度の探求は,こ こか

ら出発しなければならない15).

さて,罪 濁的存在としてr撹 された人川存在は,よ り共体的には,罪 悪人 ・臓悪人であ

るとされる.ll.つ,そ れ ら悪人の救済される必然性が明かにせ られる所に,本 書のもつ深

い信仰の、Z場と思索の跡が見 られる.

信巻にr散dY』 が引川され,「 深心釈」中,罪 障の自覚についてい う.
・つには決定して深 く,1{rl身は現に これ罪悪生死の凡夫,畷 劫よ りこのかた常に没 し常

に流転して,出 離の縁あることな しと信ず16).

ここに,帳 劫流転無イ∫出離之縁の罪悪人とする主体的罪障の自覚が述べ られる.こ の罪障

のv,Diu(機 の深信)は 次文の救済の絶対的確信(法 の深信)ど ・つである.

二つには決定 して深 く,か の阿弥陀仏の四 卜八願は衆生を1ナ授 して疑ひ癒く慮 りなく,

かの願力に乗 じて定んで往生を得と信ず16).

これは,衆 生救済 としての法のもつ絶対性必然性に対す る絶対的確信を述べている.機 法

二つの深信が,・ つの 「深心」 として成 立するものであることはい うまでもない.「 今斯

深/、渚,他 力至極之金剛心,乗 無L之 真実信海 山17)」とか,「 深心即是真実信心18)」と

いう如 く,「 深心」は他力信心として成 ＼Zする.

「逆詫芳摂取釈1に は,「 浬彙経』が引川されて五逆 ・諺法 ・關提の難治難化の三機が示さ

れ,

いま大聖の真説に拠 るに,難 化の三機,難 治の三病は,大 悲の弘誓を愚み,利 他の信海

に帰すれば,こ れを腸哀 して治す,こ れを憐欄 して療 したまふ.… …濁世の庶類,臓 悪

の群生,金 剛不壊の真心を求念すべし,本 願醍醐の妙薬を執持すべきな りと……19)

と結 文す る.三 機を意味す る繊悪人は,他 ノ」大悲によってのみ救済されることを明かに し

ている.

このような末法思想の主体/rJ受容に 、t./.つ罪悪 ・機悪的存在としての,罪 障的人間把握に

基 く自己を問題にすることは,自 己の根元に切 り込む ことである.そ こには絶望的な自己

がある.深 刻なri己 把握であるといわねばな らない.で は,こ のような白己把握は如何な

る場で成 、レ1するのであろ うか.

信巻の 「三心釈」に注意 しよう.人 間存在の罪障的事実 とその自覚は,「 絶対他なるも

の」(如 来)と の関係で語 られる.『 大無量寿経』所説に従 う 「至心 ・信楽 ・欲生」の三

心の解明は,「 観無量寿経』の 「至誠心 ・深心 ・廻向発願心」の三心を,「 顕彰隠密義」

による彼の優れて特異な見解で解釈されるのと併せて,第 十八願の信心の立場がよく示さ

れている.そ の 「至心釈」に次の如 くという.

切 の群生海,無 始よりこのかた乃至今日今時に至るまで,微 悪汚染にして清浄の心な

し,虚 仮詔偽にして真実の心なし.こ こを以て如来,一 切苦悩の衆生海 を悲欄 して不可

思議兆載永劫において菩薩の行を行 じたまふしとぎ,三 業の所修,一 念 一一刹那も清浄な

らざることなし,真 心ならざることなし.如 来清浄の真心を以て円融無碍不可思議不可

称不可説の至徳を成就 したまへ り.如 来の至心を以て諸有の一切煩悩悪業邪智の群生海
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に 回施 したまへ り.…20)

これ に先 立ってr散 善義」 を引川 し,根 本的には 「至心」 と同 じ 意義を も つ 「至誠心」

を,親 鷲独 自の読み方で理 解 した次文 と対比 しよ う.「 至 とは真な り.誠 とは実 な り.一

切衆生 の身 口意業 の所修 の解行,必 ず真実心 の中に作 したまひ しを須ゐ ることを明 さむ と

欲ふ.外 に賢善精進 の相を現ず る ことを得 ざれ,内 に虚 仮を懐 いて,貧 瞑邪偽妊詐 百端に

して悪性侵め難 し,楼 ギ蛇蜴に 同 じ.三 業 を起 こす といへ ども……虚仮 の行 ……雑毒の善 と

名つ く.… か の阿弥陀仏…お よそ施 したまふ と ころ趣求 を為す,ま たみな真実な り…21)」

上 の二 文には 「絶対他な るもの」の本質的 なものが,従 って罪障 的 人lfllの それが 同様

に,鮮 やかに述べ られ てい る.至 心 ・至誠心が真実そ のもので あるのに対 し,主 体的人 間

存在 は虚仮不実 その もの としてあ る.罪 障的存 在は無女台己来(時 間的意味),ノ 〉日今時 な

る絶対 的現実 に於て,虚 仮 磯悪(悪 の根源 ・絶対悪)で ある.そ れ にもかかわ らず,「 絶

対他 なるもの」 の清浄真実 は,白 らの中に虚仮稜悪を包摂す るもので ある.こ の意味で,

「絶 対他 なるもの」 のr回 施」 ・ 「施 した まふ ところ」に核心が概かれ て成 立す る信心 の

、ン揚 は,人 間 の側に於け る 善根性や,自 行rl発 性 は如イμ∫な る意味に於て も徹底的に排除 さ

れてい る.「 然 るに流転 の愚 夫,輪 廻 の群生,信 心起 る こと無 し,真 心起 ること無 し22)」

で あ る.

換 、↑すれ ば,真 実はあ くまで も如来 の側か ら開示 され る.人 間の罪障性 が,そ れ故に明

かにな る.罪 障は絶対真実な るものを 前にす る とき,人 間の如来 に対 す る絶対否定 的関係

として,自 己の内的 把握だ けでは到底担 い切 れ ないものと して自覚 に上 って くるのであ

る.逆 にいえば,こ の よ うな絶対否定的関係が却 って如 来の本願 にlf(会 う唯 ・のｺｺj能的 契

機 の意味 をもつ.だ か らこそ,「 絶対他な るもの」の側か らの真実 の開示が強 調され なけ

れば な らない.

この ことは 「信楽釈23)」 や 「欲生 釈24)」 か らもりJかであ る.紙 数 の都合で要点 のみ を述

べ よ う.「 絶対他 なるもの」 との関係で のみ 自己 の在 り方 と して 自 覚せ しめ ら れ る 罪障

は,「 如来 の満足大悲,円 融無碍 の信心海」 である 「信楽」 が 「利他 回向の至心」た る 「

無碍広人 の浄信」 のr回 施」で あ り,如 来の 「招 喚 した まふの勅命」であ る 「欲生」が 「

利他真実の欲生心を以て諸 有海に廻施 したまへ」 る ものである とされ る所 に,如 来 に喚起

され,覚 醒せ しめ られ るものであ る ことが知 られ る.更 に この ことは,化 身土 巻に於 け る

策{九 願一〉第 二 卜願→ 第 レ八願 の 、Z場へ とい う 「一三願転入 」の構造が,第 卜九願 ・第二 卜

願 の立場 それ ぞれ に於 ける 「顕義」 と,第 卜八願 の1¥L_場か らの廻光返照に於け る 「彰隠密

義」 との二義 で理 解 され る所 に,読 み取 られ ることが後の叙述で明か となろ う.

「浄f論 註」 に示され た不実 功徳 釈や{在 釈に依檬 しなが ら,逆 諺 の臓悪人が大悲に摂

取 され る必然性 の解 明もまた,根 本的 には 一L_の如 き自覚に於 て成立す るといわねばな らな

い25).

以 上 の考察に よって,膿 劫流転 の自己 の罪障 の三 世に亘 る歴史的 自覚は,如 来の本願,

即 ち絶対真実な るものの前に立つ とき成 り立つ ことが 明か になった.こ の 自覚は,単 なる

個的 自覚 とい う問題に尽 きるのではな く,「 絶対他 なるもの」 に喚起 ・覚醒せ しめ られ る

ものであ った.そ れ は,い わぽ喚起す る如 来と覚醒せ しめ られ る白己 とい う関係を超 えた

立場 を,そ の根底 に開 く意 味の 自覚であ る.従 って,本 願そ のものの顕現 とい うのが,寧

ろ適切 であろ う.そ の限 り,rl己 の 単な る意識の場や,良 心的 白己反省 とい う意味 のrl覚

で はない.何 故な らば,そ こには 白己意 識 ・良心的 自己が 自己 の拠 り所 となって,自 力が

残存す るか らで ある.こ の点 に関 して,「 三願 転入 」の問題が考察 され なければ な らない.
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(5)

こ こを以 て愚 禿釈 の鶯,論 一kの解義を 仰ぎ,宗 師 の勧化 に依 りて,久 しく万行諸善の仮

門を 出で て,永 く双樹林 ドの往生を離 る.善 本徳 本の真 門に回入 して,ひ とへに難思往

生の心 を発 しき.し かるに,今 まことに,方 便 の真 門を出でて,選 択の願 海に 転入せ

り.速 かに難思往%f.の 心 を離れ て,難 思議往 生を遂 げむ と欲ふ.果 遂の誓 ま ことに由あ

るかな.こ こに 久しく願海 に入 りて,深 く仏恩を知 れ り.… …26)
f;ミ

この 三願 転人の 自督文を如何に 見るかは異説があ る.し か し,親 鷲 の生 の体験が 回顧 さ

れてい るとい う大 ノJの観点か ら,必 要な範囲に限定 して 考察を進め る.

三 願転入 とは阿弥i夕己仏 の四 卜八願中 の第iツ し願(万 行 諸善 の要門)を 出で,第 二 卜願(

善 本徳本の真門)に 回入 し,遂 に第{八 願(選 択 の願海)に 転入 した彼 の宗教体験 の深化

してい く歴程をい う.し か も,こ れに先 、ン1つi要 門 釈i「 真「卜1釈」 との関連 か ら,そ こに

深い思索が窺われ る意味では,上 の 自督は 重要な意義を もつ.

まず,第i九 願 の 、レ1場は,定 散 一一一DIYfIを廻 向 して往生を求願す る所 にあ る.即 ち,次 の 「

玄義i分』が引川 さ才/しる.

要門 とは ……観経 の定散二門 これ な り.定 は即ち慮 を息 めて以て心 を凝 らす.散 は即ち

悪を廃 して以て 善を修す.こ の二行を回 して往生を求願せ よ とな り27)

この願 の特 色が 「至心 発願 」 といわれ る如 く,単 に観 想(定 善)・ 倫理(散 善)に 立脚す

るので な く,「 往生を求願す る」所に宗教性を もつ,こ の 、レニ場 には,人 間のrl発 性 に発す

る自己 の能 力に 対す る限 りない 白負が存 し,良 心的rl己 に よる自力修 心(定1④ ・rl力 修

遜(散 、こ1,三)が前提 となって いる.あ くまで も 自力は破 られ ていない.

しか し,自 己 の能 力につい て徹底的 な 自覚が求 め られ なけれ ばな らない..Lの 引 川に 先

行 して,親 鷺の理解が次 の如 く示 され ている.

観 経 の定 散の諸機は,極 重悪 人唯称弥陀 と勧励 したまへ るな り.濁 世の道俗 よ く自 ら己

が能 を思 量せ よ とな り.知 るべ し28).

末 法 濁 世の主体は,極 重悪 人 としての 「自ら己が能」を 自覚 されねばな らないとい う.「

しか るに常没 の凡愚,定 心修 し難 し,息 慮 凝心の故に.散 心行 じ難 し,廃 悪修善 の故に29)

」 といわれ る如 く,1`f力 の 限界が 自覚 されねばな らぬ必然性が ある.こ れ は次 の第二 十願

への踏 台 となる.

卜述の如 く,第 トノL願の 、レ1場は厳 しい修心 ・修 善に ＼1査って,自 力を依拠 とす る限 りない

ド1負に 、Zつ.従 って,ri己 の 罪障は,徹 底的なそ の自覚へ の方向で根本的 に 自己の成 り_1__`/_

仁,の根 元が問われ るのではな く,良 心的 自己に 立脚す る観想 ・倫理 の上 か ら,修 心 ・修 善

を主た る課題 とな し,そ れに よって 自己 の往生に答 えよ うとしている.

第 二f願 の ＼'/1場は,L述 の 修心 ・修善へ の自己 の能 力の限界が踏台 となって,そ こに残

されてい る人問 としての唯 一一可能な在 り方 と して,rllf,1を 執 持 してその功徳 で往生 を願 う

とい う所に成 ＼1.する.即 ち,「 大小凡聖 一切=簿悪,お のお の助 正問雑 の心 を以 て名 号を称

念す.… 罪 福を信ず る心 を以 て本願 力を願求す る.30)」 この願 の特 色を 「至心 回向」 とい う.

この ぐ/1場は,第 卜九願への行 き詰 りか ら第=卜 願へ の回 入で ある限 り,人 間に残 され て

い る極限的 在 り方であ る.こ の回入は,第 卜九願 の要求 ・充実 と して成 り、t./つとも考え ら

れ る.そ れだけに,こ れはあ くまで も人間的な在 り方,換 言す ると自力を抜け切れ ない.

執 持名 号とい う在 りノ!が,ど こまで も絶対な るものへの全的な帰投 とい う在 り方で あ りな
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が ら,そ こに自力的自己(執 心)を 残している.「 助正間雑の心……罪福を信ずる心を以

て」,「 本願の嘉号を以て己が善根 とす る31)」所に,人 間的自力的性格を見るのである.

このように,自 力的ri己 をなお残存 していることに於て,「 絶対他なるもの」との間に

隙間がある.極 めて僅少なそれであると見えて,実 は本質的な隔 りであるといわねぽなら

ない.自 己の罪障を,「 本願の嘉号を以て己が善根 とする」仕方で,切 り開 こうとする.

而 して,名 号を自己の善根 とするべ く精励されればされる程,自 己は名号に意識的にかか

わ らなけれぽならない.即 ち,意 識(主 体)と 対象(名 号一善根)と い う構造の中で精励

される.し か し,そ こには 「信を生ずることあたはず,仏 智を了 らず31)」,第 二十願への

絶望を存すのみで,他 力の信と…なるものとして成立する罪障の自覚は喚起されない.

第十八願は 「至心信楽」 と特色づけられ る.既 に指摘した如 く,信 楽はあくまでも如来

か ら回施される利他i司向の至心である浄心であ り,「利他真実の信心 と名つ く23)」ものであ

る.第 二十願の立場は白らその立場を破ることはで きない.第 十八願の信楽回施によって

のみ,第 二十願 の立場への絶望が超えられる.上 の意識一対象 とい う構造それ自身が変革

される.そ こに根底的に開かれた,い わぽ無底の立場 とでもいわれるべき,脱 自の超越的

世界は,自 己の罪障についての根本的なフラーゲに対するアントヴォル トとして,如 来か

ら回施される信心の世界である.本 願そのものの顕現 としてのそれである.

箆{・九願か ら第二十願への回入は,実 は第一卜九願の立場の要求 ・実現 として結果 した.

その限 り,第 二十願への回入は宗教的精神の向上発展の過程 として捉え られる.し かし,

第二十願か ら第十八願へは,向 上発展という形態では到底捉え られない.第 二十願の立場

に於ける深刻な体験に生ずるその立場への絶望には,最 早,要 求 ・充実を図る何物も存し

ないか らである.こ こで,「 方便の真門を出でて,選 択の願海に転入せ り」と自督 され る

「転入」の深い意義に注目されねぽな らない.第 二十願か ら第十八願へは,ま さに「転入」

でなければならない.第 十八願に於ける信楽回施による信心の獲得が,単 に宗教的精神の

直線的発展線.ヒでのことであるとす るな らば,「転入 」のもつ意義は見失われるか らである.

さて,第 十八願は 「真実」の願であ り,第 十九 ・二十願は共に 「方 便」の願 といわれ

る.「 真実」 と 「方便」は所謂親鷺の 「三h四 科の法門32)」の基礎をなしている.い ま,

廃立という関係からは,「 方便」は廃捨さるべきである.し か し,「 方便」が 「真実」に

包摂されていく所に,「 方便」の深義があ り,そ こに 「真実」の完き意味が成就される.

「真実」を離れての 「方便」はあ り得ないのである.

ところで,「 真実」 と 「方便」は両 者の対置的,連 続的逆にまた,断 絶的関係を意味 し

ているのではない.「 真実」が 「方便」を包摂する必然性は,対 置的,連 続的または,断

絶的関係を超脱 した 「真実」がもつ救済の本質 ・必然性に於て成立する.従 って,「 方便

」二願を底に貫通するのは,救 済の必然性絶対性でなければな らない.先 きに,信 心が木

願そのものの顕現 としてあると述べた意味は,こ こから理解せ られるであろ う.三 願転入

に於ける 「真実」第十八願の立場は,「 方便」二願 と深 く密接 しつつ,し かも却ってそれ

らの立場を根底的に超越する場を開いているといえる.

上の如ぎ超越的 立場に於ける罪障の救済は,翻 って次のようにその絶対転換(救 済)が

語 られる.

円融至徳の嘉ワ}は,悪 を転 じて徳を成す 正智,難 信金剛の信楽は,疑 ひを除き徳を獲し

むる真理な り33).

しかれば名を称するに,能 く衆生の一切の無明を破 し,能 く衆生の一切の志願を満てた

まふ.称 名は則ち……正業……念仏・…・・正念な り34).
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名号が 「転悪成徳正智」といわれ,称 名 ・念仏 ・信心が 「能破衆 一一_切無明,能 満衆生一

切志願」といわれる.r楽 邦文類』の 「買丹 ・粒変鉄成金,真 理11悪 業成善業35)」と

いう讐喩的表現の引用と共に,こ の 「転成」 「破満」の語によって,人 問存在(悪 ・無明)

の根底に絶対転換が語 られる.

この絶対転換は,(さ きの 「転入」と同じく)t`{と 他との相対するもの(意 識一対象)

の基盤での転換ではな くして,自 と他とを超えた,た だ不"∫思議なる力36)(他 力)の みが

存在する場での,絶 対転換(救 済成立)を 意味 しなけれぽならない.如 来の清浄真実が虚

仮不実を自らの中に包摂するのである.そ れは悪の救済である.し かし,そ れ故にこれは
・部腐敗 した悪の部分を切開取除するとい う態の救済ではない.真 実は,虚 仮不実として

自らが負わるべぎ根源悪に 、Zつ,人間存在の全的な救済に於てこそ完 うされる.人 間の側

か らいえば,そ の全てを放Cし 真実の中へ転入あるのみである.

言葉をかえていえば,た だ不可思議なる力のみが存在する場で,そ こに喚起された罪障

の自覚はそれ自身無となって,存 在するのは 「自力」ならぬ 「他力」によってのみある.

「行者のはか らひち りばか りもあるべか らず候へば こそ,他 力とまふす ことにて候へ37)】.

ここに於てこそ,虚 仮不実は真実に包摂される.こ のように,「 他力」 によってのみあ

る.し かし,そ の時,既 に自己は悪 ・無明の中に止ってはいない.悪 は徳に転成せられ,

浄[一への志願は満される.

か くて,三 世に亘る罪障の救済の自覚は,人 間的な在 り方… 自己意識 ・良心的自力的自

己一の 相対的基盤を超えた立場を根底に開 く所に成 ＼Zする信心 と,一 つのものとして成立

することが明かになったであろ う.

(6)

以上,親 鶯の宗教的確信に於て,悪 の問題は如何なる場で如何に超克されているかを,

r歎異抄』と 『教行信証」に管見した.

その結果,悪 は罪障の問題として自己存在の成 り立ちの根元が徹底的に問われている.

しかも,そ れは 「絶対他なるもの」(如 来 ・本願)が 真剣に問われることでもあった.こ

れは両書に 贋 する彼の思想1杓態度である.従 って,こ の ・点を仮 りにも等閑視するなら

ぽ,彼 の思想 ・信仰 ・倫理の正鵠を得た理解はそ!}られない.我hは,「(宗 教の哲学的)

研究は超越者について語ることが人間について語ることであ り,人 間について語ることが

超越fiiについて語ることであるとい うが如き,交 互媒介的連関を見失 うことなく行われる

のでなければならない38)」ことを心したい.

親鱒の宗教的確信はこの観点か ら語 られている.前 書の宿業の思想は,悪 人たるド1己の

在 り方が 「イrl業」の中にあることを語ることによって,如 来の本願が語 られ,そ の交互媒

介的連関が明かにされ る.後 書では,如 来の本願 ・救済の必然性が明かにされる背後に,

深刻な宗教体験に基 く自己把握がなされている.「 三心釈」に示される人間の罪障と絶対

なるものの本質への洞察,「 三願転入」に於ける人間存在の絶対なるものとのかかわ りの

歴程など,そ れを余す所なく表わしている.

かくして,人 間の根源悪 ・罪障の超克が,「 他力の信心」 として確信の世界が1f己 の根

底に開かれている所に,彼 の優れた独 自性がある.
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Summary

Therearealotofworksortreatises()11tllestudyofShinran(1173-1262),

whichhavehenwrittenfturnthevariouspointsofvi`w.E^specially,theresults

inllistoricalstudieshavebeellremarkableinrecelltyears.1{owever,itis

il/dispensabletoresearchtheessentialqualitiesofhisthoughtandethicswhicll

arecontaine(linhisreligiousexperiences.

Awayofreligiouslifeisdeeplyc(mcemedil}thesourceofformationof

hurnanexistenceasawayofethicallife.Thatistosay,ethicsasksushowa

m乏mshoul(ldぐ),religionasksushowamanshouldlive.Therefore,'imそmwill

haveωgazeathisOWllilmerlifeexhaustively乏mdprofoundly.

Shinran/sreligiousfaithiscalled"Shinjin".Weshouldrecognizetllatitshows

hisconspicuouscllaracterasabsolutefaith.Inhisreligiousthought,whichis

basedOTIthisabsolutefaith,ノevil'callbefounclIIItheexpressionsilltheTannish6

andtheKy6gy6shinsh6,implyingtheoriginalsin.Inthispaper,Iintendto

researchhぐ)whefindshisownilmerself,overcomestheorigillalSIIIandmakes

hiswayoflifeinIsisabsolutefaith.Tllellce,accordingtoleisreligiousthought,

thesourceofformationofhumanexistenceiscomposedoftllcoriginalsin,

andthesalvati()itofthisoriginalsilliscomplete(lt}}roughthewonderfulPower

ofAmida!sOriginalPl・ayor.WeInuststudyllistlK)ught,fait1Mmdethicsonthls

theme.
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